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Ah 。 ・pit・l　f・・m ・1ay　d・・ig・・d　f・・ d・・k　t・PP ・bli・i・g （DTP ） w ・・ p・bli・h・d ・・c・・di・g　t・

the　online 　database　system 　UMIN ．　In　addition 　to　the　revision 　of 山e 　textual　content ，　some

illustrations　and 　drawings　were 　also 　inserted　in　 the　previous　format　of　our 　formulary　and

the　publication　of　the　DTP −directed　f6rmulary　was 　established 　in　this　edition．　The　database
・・c ・・di・g　t・ thi・ new ・y ・t・ m ・t ・u・ h・・pit・l　whi ・h　h・・ been　m ・i・t・ined ・・i・g ・ ・e ］・ti・nal

database　software ，　 was 　 fbund　to　be　useful 　 fbr　 develQping　additional　 materials ，　 such 　as

w ・・k・heet・ a・ w ・11・・ f・・ i・ ・erti・g・ ・蜘 ・t・・al　d・awi ・g ・bj・・ts ・・ th・ dmg 　t・bi・・ each 　tim。．
Using　the　local　network 　system （LAN ）by　the　Windows　NT 　Server

，
　it　was 　possible　to　per−

form　benefitial　data　conversions 　be！ween 　different　OS　which 　thus　led　to　the　effective 　edi−

tion　of 　our 　work ．　 Electric　publication　of　the　formurary　is　 suggested 　to　be　an 　excellent

method
　provide　the　most 　up −to−date　contents 　of　all　drug　 infomlation　and 　 to　 satisfy　the

need 　to　constantly 　update 　the　infbrmation且 contents ．
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は じ め に

著者 らは ，医薬品デ ータ ベ ー
ス を利用 し Desk

Top 　Publishing （DTP ）を指向 し た院内医薬品
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集を作成する方法に つ い て の具体的な手法と内容

につ い て概略的な報告を行 っ た D ．本手法を用 い

る こ と に より，添付文書に お い て使用上 の 注意 の

中にある副作用 の 項 目で その 頻度に関する情報 を

テ キ ス トの 色情報か ら変換 し て フ ォ ン トの 違い と

して 導人 し．更に は 目的とす る図表 ・イ ラ ス ト等

を本文中に羊 し入れ る こ とが可能とな っ た ．し か

し ，実際 に は連携用 とするため の 紙面サ イ ズ や総

ペ ージ 数 の 関係で 後者の 図表 ・イ ラ ス ト等を本文

巾に 導入する こ とは十分 とは い えな い もの で あ っ

た ．

　 今回は こ の 点を鑑み て テ キ ス 1・上 の 内容変更 だ

けで は な く，DTP 指 向性 を推 し進め て構造式 ・

薬物作用機序等の イ ラ ス トを要所に導入するため

に ，本 文の 改 訂作業で は UMIN 上 の オ ン ラ イ ン

デ ータ ベ ース （DB ）及び CD −ROM 検索 シ ス テ

ム を活用する と共 に，ワ ーク シ
ー ト ・グ ラ フ ィ ッ

ク等市販の ソ フ トを多面的に活用 し て ，ク ラ イ ア

ン トの パ ソ コ ン （PC ） レ ベ ル で 大部分 の 作業 を

進め る こ とと し た．その 結果，経済性に も優れな

おかつ 市販の医薬品集 と遜色の な い 出版物 と して

仕上げる こ とが可能 とな っ た．そこ で その 手法並

びに問題点につ い て い くつ かの考察を行 っ た，

方 法

1．使用 シス テ ム

　本文及び追加資料の 編集作業は　IBM 　PS／V ，

FMV5100 な ら び に Macintosh に よ る PC レ ベ ル 上

で行 い ，今後の 情報 シ ス テ ム を鑑みて最終的には

Windows 　NT 　Server を中’心と し た ク ラ イ ア ン ト・

サ
ーバ ー

シ ス テ ム （C／S）へ 移行 した．こ れ に よ

りWindows と Macintosh と の 間 で ス ム ーズ な デ

ー
タ 交換を行 う こ とが可能となり，編集データの

分散化 が 可能 とな っ た 寓 ．編集 ・校正作業の 完

成段階にお ける シ ス テ ム の 内容は以 下の 通りで あ

る．

　Server　：　FMV5133T3 （デ
ー

タ 用 に1．5GB の HDD

を増設 ：Windews 　NT3 ．　5Server）

　Cliant：IBM 　PS／V （Windows3 ．1），FMV （2台．

Windows95），Macint〔｝sh　 Centris（System　 7．5），

PC9801FA （MS −DOS ）

2．医薬品情報デー
タベ ー

ス（DB ）ソ
ース

　添付文書の 内容 は使用上の 注意を主に 日毎に更

新 されて い る，当院では先に報告 した院内医薬品

情報 シ ス テ ム を転用するには色属性の 更新作業等

に お い て か なりの 時間を必要 と し ，DB 更新内容

と連動 させ るには処理 上の 難点が 明 らか に され

た
D
．そ の た め に は 今回は UMIN 等の オ ン ラ イ ン

DB を参照する こ とに した ．それに加 えて 日本医

薬品情報セ ン タ ーより市販 されて い る医療用医薬

品特集 CD −ROM 検索シ ス テ ム を並行 し て利用 し

た 3 ）

．

3．デ
ー

タの編集 ・加工

　 編集作業の概略と利用 し た ソ フ トウ ェ ア を図 1

に示 し た．

採用削陰DB （A  e5s ）S

追加 ・削除

藁 贔衰

　　　 図 L 医薬品集編集作業の概略

半角英文で 表記 した の は 市販 ソ フ トウ ェ ア 名で あ

る．

一
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　本 文の レ イア ウ ト （フ ォ
ー

マ ッ ト）を大 きく変

更するよ うな病院全体か らの 要望は認め られな か

っ た．そ の ため に 先の 版 で 利用 した Macintoshの

Macwrite 　 IJ フ ァ イル 形式 を踏襲する こ とと し
，

UMIN ・医療用 医薬品 集 CD −ROM 等 に て 本文 の

編集を行 っ た，収載項目は院内薬剤委員会か らの

要望を受け た 結果，こ れ まで の 内容に相互作用や

構造式を更に 追加す る こ ととな り ，そ の ため改訂

作業は委員会か らの 要望をも反映 させ るため の 追

加処理をも並行的に 行 っ た．

　我々は従 来よ り院内採用削除薬品の データ ベ ー

ス （DB ）を作成 し て い る．こ れは当院 にて採用

された薬品に つ い て発売 ・採用 ・削除年月を入力

して採用歴 と し た DB で あり、ホ ス ト とは独立 に

薬剤部内で作成 し て い る．現 在約4100の 薬品 コ ー

ドが記録 され て い る DB 一採用削除 DB 一が 前版

の 編集の 時以上に有用性を発揮 し編集作業を効率

よ く進め る こ とを可能に し た （図 1の ＃部位）．

その DB 設計を表 1に項 目と し て 示 し た，オ ン ラ

イ ン DB で
一

度編集した 後で添付 文書の 改訂が あ

っ た薬品 は 最後に 再度
一

括更新を行 い 最新情報内

容と し た．相互作用は ，今後 DB 化す る こ とも鑑

み て 別表と して 一括 し て収載する こ とと した．今

回の 編集で は構造式 ・薬剤の 作用機序とい っ た図

及び各種
一覧表を本文に組み込む手法が特に 問題

と された．添付文書情報に ある構造式は薬品 によ

り記述方式が統
一

され てお らず，画像取込み で の

一括導入 は 不適 と判断 された．構造式 の 書式を統

一
し た場合．薬品によ りサ イズ が大 き く異な る反

面サ イ ズ を．・定に すれば複雑な構造式の 判読が難

し くな り，レ イ ア ウ ト上に一・括導 人す る こ とは困

難 と された （図 2 ＞．今回は   書式 を統
．．．一・

して表

　 　 　 　 　 　 　 1：≡：i：：；
鑒
i．， オートナンバ ー型

Yes／No型0 採用＝1 削除製造中止＝0

驪黷 薬効分類 数値型 1990 年より一87 分類一

糶 髏 JAPIC コ ード 数値型

テキス ト型

数値型 1984 年電算導入時よ り

テキス ト型

テキス ト型

メ モ 型

…・饌縫structureOLE オブジ ェ ク ト 剛 crOGO 嬬 画 Ch  跏 w よ リWMF として導入

i覇鯲 組成 メ モ 型

数値型　 　　 　 　
’

黼
r韆 分 子 式 テ キ ス ト型　　　　

6

テキス ト型　　　　
・治験薬 コ ード又は略名

テキス ト型

テキス ト型
9

iilili繕商品英名 テ キス ト型 ■

テ キス ト型 o

テ キス ト型 ，

テキス ト型

日付／時刻型

　 　 　 　 　 　 　 　 H3

　　　　　　　　　閥
壁 イii螺覊i採用年月 テキス ト型

　　》

σ
’

罵

テ キス ト型 一

i覊灘 製造中止年月 日付 ／時刻型

テキス ト型
11

テ キス ト型
1　　　：

iiiiiii鏃 備考 メモ型

表 1．採用 削 除 DB の DB 設 計
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鱒副詞な し一 　　ヱ ≧6∠＝ 」乏∠LZを付コL
　ときに　一 　透常書体
まれに　

一
　鐸継

各々 症状発 現時 に投与中止とする もの は太字とする．

　　　図 2．本文 レ イア ウ ト

記 し た もの は通常 は左側列の 下側に 導人 する こ

と，  サ イ ズ に応 じて 中央 2 列 目とともに右側の

3列目をも利用する ，  列幅 とテ キ ス ト内容の 関

係で 2列 目や 3列 目に 余白が十分にあ る場合は そ

の余白を利用する ，こ の 3原則を基に導入 を試み

た．

　構造式 自体は Chem −Draw （Windows 版及び Mac

版）を用 い ，Merck　Index（Hth　ed ．）で の 記述を参考

と し て 統
一

表記 と し た
41

（表 2 ， 図 3）．こ れ ら

の 構造式 を当院の 稼動 DB に WMF 形式 を介 して

組み込 み ，続 い て こ れ を医薬品集の 本文 へ 貼 り付

けて 作業 と照合 を行 っ た ．Chem −Draw の 内容だ

けを DB オブ ジ ェ ク トと して導入 し た 結果 DB の

サ イ ズ は著 し く拡 大 し た （2．5MB か ら45．OMB
へ ）．

　 　 　 　 　 　 　

dゐ
　 　 qDiclofens

¢ sOdium

‘づミ、

　 Metengm面　acid

《騰即 一 9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 COO

’

　　　　 CefOtoprsn　hydrech 巳o曲

図 3．構造式の 表 記 例

・Hor

　蛋白質の 薬剤で は UMIN 上の Gopher　 Server に

PIR　protein　sequence 　databaseとしてその ア ミノ酸

配列情報がありこれをテキ ス ト情報と して 入手後

編 集加工 し て採用削除 DB ヘ オ ブ ジ ェ ク トと して

構造式の 部位に導入 した ．分子量の大 きい 蛋白で

はか なりの ス ペ ース が必要と な る反面医薬品集の

本文に記載 し て も利用性は あまりな い もの と判断

され，その ．一部を収載するに止めた （例 えばイ ン

ス リン ）．

　イ ラ ス トはその オ リジナ ル の 出版の 了承を得 ，

Fめ定めた本文中で の 挿入箇所にその まま取り込

ん で 貼 り付け た （図 5 ）
1，｝
．また ，相互 作用 は 市

販 の テ キ ス トを参考 と し収載薬品表 とオン ラ イ ン

DB ・CDROM により．．・覧表を作成 した （表3）
‘」 1
．

潤・

〜

Chain　Angle 120 Line　Width 0，05cm

Bond　Spacing 12 Margin　Width 0．03cm

Fixcd　Le皿gth 】cm Hash　Spacing 0．08cm

Bond 　Width 0．1c皿

Text　Setting　　　　　　　　　　　　HelvetiCa　9　 Bo 畳d

その 他 …・・
可能な限 り官能基 ・

アルキル 基等の 統一
的記述

表 2，構造式描画の 通 常書式設定

N 工工
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［A93427】alpha −lactalbumin　precursor　一　human（2k）
＃titleThe　complete 　amino −acid　sequence 　of　human　alpha 一鬘actalbumin ．
＃cross −references 　MUID ：72250267
＃ac ¢ ession 　 A91196
＃＃molecule ＿Iype　protein
＃＃residues2 （》63，，DQ ’

，（i6−10D，tNi ，102，
’N ，

，104−105．
’NN ，

，IOS−120，’N ’

，
122−142 ＃＃豊abel 　FIN

COMMENT 　 AIpha−lactalbumin　is　related 　to　animal 　lysozymes．

GENEnCS
＃geneGDB ：LALBA

拶map ＿position　l2ql3
CLASS 豆FICATION 　＃superfamily 　lysozyme　c
KEYWORDScalcium；glycosy｝transferase；hexosyltransferase；mamma り

厂

gland：milk
FEATURE
1−19iEdomain　signal 　sequence 　＃status 　predicted＃label　SIG工
2a 　142＃product　alpha −lactalbumin　＃status　experimenta1 　＃label
MATSUMMARY

＃leng1h　142 ＃molecular −weight 　l6225＃checksum 　7328
SEQUENCE
lMRFFVPLFLvGILFPAiLAKQFTKCELSQL
31LKDIDGYGG ［ALPELICTMFHTSGYDTQAI
61VENNESTEYGLFQISNKLWCKSSQVPQSRN
gilCDISCDKFLDDDITDDIMCAKKILDIKGI

l21DYWLAHKALCTEKLEQWLCEKL

図 4．蛋白質性薬品の ア ミノ 酸配 列情報 （部 省略）

今回利用 し たの は UMtN の 1医学関連 の Gopher　 ServerfGenome　 Net

GopherfDBGET 　database　Retrieval　System〆PIR　protein　 sequence 　da−

tabase に あ る ア ミ ノ 酸配列情 報で ある．内容 は download し
・
部 を

医 薬 品 集 に転 用 した．

4 ．デー
タ統合 と出版

　編 集 ・加工 し た 各 フ ァ イ ル を統合す る た め 全

文，本文 ，各種図 ・表等の 配列 を定め た後に ペ
ー

ジ を確定 して イ ン デ ッ ク ス を作成 し た．これ らを

ペ ージ プ リン タ ー
で出力 しそ の まま版下用 の 原稿

と し，版下作成 した後に 1度だけ内容の 最終照合

を行 い 出版物 と した （図 6）．

結果 ・考察

1 ．院内医薬品集の DTP 指向性

　今回の 院内医薬品集の 出版 に 当た っ て は院内の

医師等に よ り視覚的に見やすい 仕上 が りが要望 さ

れて お り，編集作業 もそ の意向を反映 させ る こ と

が重要で あ っ た．DTP を した院内医薬品集 を作

成する 目的は こ の 意向に 沿 うた め の 1 手法で あ

り，こ の 第 6版 にお い て 一応達成する こ とがで き

た ．医薬品集 を DTP 指 向性にす るため の 実際的

な 目的と し て
，

　  添付文書の テ キ ス トよ り必 要な項 目及び そ の

内容 を選択 し て 視覚的に もわか りや すい レ イ ア ウ

トに配置する こ とと属性情報 も フ ォ ン トの 違い 等

で 理解 し易い表現に 導 くこ と．

　 
’
イ ラ ス ト

・図 ・表 を要所に配置 させ て視覚的

に分 か りやす い 情報内容を提供する と 共に
， 同種

同効薬等の 中で 適切な 薬剤を選択する た め の 補助

的役割を持たせ る こ と，

　の 大 き く 2 つ が 挙げ られ る
D ．添 付文書 の 内

容が 日毎に更新 されて い る現状に あ っ て ，こ の 2

つ の R的を同時に達成する こ と は 必ず し も容易で

はな い ．当院 の 医薬品 集の 場合 ，以前の 第 5版 に

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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図5．イ ラ ス トの 導人 例

．一
商品名 （A ） 対応薬剤等 （B＞ 相互 作用 対応

フ ロ
ー

セ ン エ ビネ フ リン等 カテ コ
ー

ル ア ミ ン 不整脈 ・心室細動 併 用注意

非脱分裡性筋弛緩剤（ツボク ラリン等） 8 の作用増強 A の用量減量

血圧降下剤 B の作用増強 A の用口減量

イ ソ ゾー
ル 中枢神経抑制剤，血圧降下劑，MAO 阻書剤，三環系抗 うっ 剤 A の作 用増強 併用注意

，メ フ ェ ネシン，ス ル ホニ ル尿素，抗パ ーキンソ ン剤，ジス ル フ ィ ラ厶 A の作用増強 併用注意

ドキシサ イク リン B の血 中濃度半減期が短

縮

併用注意

ネン ブター
ル 飲酒 相互 に作用 増強 併用注意

抗 不安藁，抗精神病薬，催眠鎮静薬，抗 うっ薬 航 ヒス タ ミン藁 椙亙 に作用増強 併用注意

チア ジ ド系藁物臼ジスルフ ィ ラ厶 ，解熟鎮痛剤，ク ラ
ー

レ様物質，航パ ー

キ ン ソ ン薬

相互 に作用増強 併用注意

クマ リン系抗凝血 剤（ワ ル フ ァ リン箸） B の 作用 増強 併用注意

ドキ シサイク リン B の血 中濃度半減期が短

縮

併用注意

ラボナー
ル 中枢神経 抑制剤，血 圧隆下剤，MAO 阻喜剤，三 環系抗う つ 剤 ，

メ フ ェ ネ

シン ，ス ル ホニ ル 尿素航 パ
ー

キ ン ソ ン剤，ジス ル フ ィ ラ 厶

A の作用 増強 併用注意

ケタラール筋注用 ・

静注用

バ ル ピツ
ー

ル酸系 薬剤
・向糟 神剤

・
麻薬 性鎮痛剤等 の中枢神縫抑 制

剤

A の 作用 増強 ・覚醒迎延 併用注意

表 3．相互作用
・
覧表
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ユエL 全盤 」 N

1119
，
その他 の全身麻 酔剤

イソ フ ル ラ ン

IsoflUTane

　 フ ォ
ー

レ ン

　 Forane

［剤】外用 ： 吸入剤

［組］イ ソ フ ル ラ ン（250ml）

　　　　　　　　 遮光 。 密栓
F3CY °

丶 ・F2

　 　 　 Cl

　　　［効］全身麻酔　　　　　　　　　｛禁1ハ ロ ゲ ン化麻酔薬へ の過敏

　　　｛用］導入 ；酸素又 は酸素 ・亜酸　　性 。 血族で の 悪性高熱発症

　　　　 化窒素混 合ガ ス とで導入 ，　　［副レ讃産蕎肅 。 麻酔中の 呼吸

　　　　 〔〕，5％ よ り，4．oefe以 下
’
の 濃度　　抑制 。 廚一 血圧

劇。 指　　維持 1 酸素 ・亜 酸化窒素と併　変動 。 覚醒時の 悪心 ・嘔吐，
大日本　　用，最小有効濃度で外科的麻　シバ リ ン グ， 頭痛

　　　　 酔状態を維持，2，5％以下　　 【妊】妊婦

　　　　　　　　　　　　　　　　　 【小1小児

セ ボ フ ル ラ ン ［効1全身麻酔 【禁】ハ ロ ゲ ン化麻酔剤に よる黄
ScvofkUlaロc ［用博入 ：〔〕5 〜5・o％ 痘又は原因不明の発熱

セボ フ レ ン 維持 ：4．〔〕％以下 ［副】療 差膨惑 。 壁 工，GOTI 総

Sev〔〕frane B且上昇 。 痙撃穣運 動 ， 興耆 ，

劇 。 指 筋硬直 。 瞳兇讃大 。 咳 。 血圧
MMD 変動，不整脈，ECG 異常，心

側】外用 ： 吸入 液剤 労出量の低 下 。 嘔吐 。 乏尿，

［組】セ ボフ ルラ ン（250ml） 多尿，ミオ グ ロ ど ン尿 。 紅斑 。

遮光。密栓 発鬆 。 悪心，嘔吐，悪寒，頭

痛。 鰹不全

識 ．  

齣 妊婦

ドロ ペ リ ドール （日局 ）　　　 【効】  フ ェ ン タニ ール との併用　傑】本剤へ の過敏症 。 痙攣発作
D 「ope 「idol　　　　　　　　　　　 に よる手術，検査及び処置時　の既往歴 。 外来患者。 2 才以

　 ドロ レ プ タ ン　　　　　　　　の全身麻酔，並びに局所麻酔　下の 小児 ・乳児

　DToleptan　　　　　　　　　 の補助。   単独で の 麻酔前投 ［副】血圧コヨ堅 攤 頻脈，

　　　　　　　　　劇 。 指 。 要指　　薬　　　　　　　　　　　　　韮錮臨 期膿 心倥止 。 シ

　　　　　　　　　　　　 三共 ［用］  　0・25〜〔〕・5mgXkg．フ ェ ン　 ヨ ソ ク。頭痛，錐体外路症

　 ［剤〕注射 ； 液剤　　　　　　　　　タニ
ール 5 〜10μ gfkgと静又　状，覚醒遅延，局代淫痙彎 ，

　［組11ml中 ドロ ペ リ ドール　　　 は点　　　　　　　　　　　　ふ るえ ，舷蚕 ，気分動揺 ，

　　 2．5mg （10ml）　　　　　　　 局所麻酔の 補助で は　　　　　興｛甄 讃妄，復眠，不眠 。

　　　　　　　　　　　　遮光　 O・25mg ／kg，フ ェ ン タ ニ
ール 　 ΩΩ工，壁 工上晃 。 紅斑，灘

　　　　　　　　　　　　　　　　 5 μ g！kgと静　　　　　　　　 疹 。 悪 心 ・嘔吐 ， 発汗 ， 咽頭

　　　　　　　　　　　　　　　　  ； 0．05〜0．1mg／kg， 麻酔開 　痛 ， 喀痰排出増加 ， 喀痰排

　　　　　　　　　　　　　　　　始30〜60分前に筋　　　　　　出困難 ， 鰐鳴，蟹声，乙7湯，

　　　　　，
丶　　　　　　　 齶 婦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［小】小児 ・乳児ρ
Y

　
　

ぴ

図 6．医薬品 集本文 の 出力例
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お い て は  が初期段階の 目的と して い たが
， 今同

の版で は  の 目的の 方が優先 されて 編集 され た．

その ため  に関す る部分では前回の フ ォ
ー

マ ッ ト

を概ね踏襲 した結果とな っ た．薬物相互作用 の 内

容は
， 現在益々その重要性 が指摘 されて い る もの

の DB 化する こ と も考えて 本文 レ イ ア ウ ト内に盛

り込 まず，別 に表 として 収載する こ とと した．

2．紙面 とその レ イア ウ ト

　第 5 版で は附属資料と して 収載 し た表をも含め

て大部分 が テ キ ス ト情報で あるた め に ，A6 判の

ポ ケ ッ ト版で仕上が りと した場合で も視覚的に 支

障の な い もの で あ っ た．

　今回は図 ・イラ ス トが導入 された こ ととテキ ス

F ・構造式が明確に 判読で きるため にある
一

定の

サ イズ の 紙面が必要 と され，A5 サ イ ズ へ 拡大変

更する結果となっ た．紙面サイズの 変化に よる影

響は 実際の 本文編集に 対 して ほ とん どな く、フ ァ

イル 全体の フ ォ ン トサ イ ズ を 2 ポ イ ン ト小 さく変

更するだけの 対応で 解決する こ と が で き た ．DTP

指向性で あれば当然 フ ォ ン トの 多面 的な活用 と図

表等各オ ブ ジ ェ ク トの 自由な配置が主眼とされる

ため ，携帯版で は か なり無理 な要素が あ る．ま

た
， 今回 の 出版 は あ くま で DTP 指向性 で あ り，

完全 な DTP と し て 出版で きた とは い え る もの で

は な い ． レ イ ア ウ ト，特に改頁処理や余白の 調整

の 点で は不均一で あ り ，各オ ブ ジ ェ ク ト問の 統一

性に も不備が認 め られ る．内容の 重要性に応 じた

フ ォ ン トの 多面的活用に も不十分で あ る こ と は否

め な い た め ，さらに今後検討を重ねた い ．

3．作業時間

　先の 第 5版で は医薬品 DB の 作成 ，秋田大学で

の 採用薬品の 抽 出，DTP フ ォ
ー

マ ッ トの 確定 ，

データ の 編集 ・校正 の 作業 も試行的な要素が あ り

各工 程で 多大の 時間が 必要で あ っ た （準備作業 も

含め て 1 年半）．当院におけ る採用削除 DB な ら

びに オ ン ラ イ ン DB ・CD −ROM を活用する こ と

に より今回は添付文 書の 内容の 照合 ，構造式等の

図 ・イラ ス トの 照合と貼 り付け，レ イア ウ トの 調

整等が主な編集作業 とな り，通常 よりか な り短期

採用薬品 ・剤形変更薬品
・
削除

蘂品・製造中止薬品

入 力

黝 靆
文

一 採 用 ・削 除・・ 院 外薬品 覧

／
稼働 薬 品を薬効分 類

懇 
・

∵
　 　 　 　 　 　 同種 同効薬品比 較表等

↓＼
　 　 　 　薬品

一一
覧

　↓
相耳 作用 の 元表

　 図 7．採用削除 DB か ら各種
一

覧表の 作成

採用 削除 DB に 対 し て SOL ＊処理 を行 う こ とに よ

り，必要な項目を Fめ定めた配列順序に従っ て 抽

出す る こ とが で きる．これを更に 他の ソ フ ト用 の

デ ー
タ に変更 して 目的 とする．一

覧表を作成す る．

　
＊Structured　Query　Language

間で 出力作業へ 導 く こ とが で きた （約 6 カ月）．

図 7 に示 した よう に DB の SQL （Structured　Query
Language ）を用 い て必要な薬剤を抽出 ・

最配列 ・

各種照合表 を白由に作成することがで き ，さらに

これ をワ
ーク シ ー

トの ソ フ トへ 転送 （Export）す

る こ とに よ り ， 同種同効薬の比較表 ・相互作用一・

覧表の ため の元デー
タ ・院外専用で処方で きる薬

剤一覧表 ・索引 とい っ た内容の 編集を敏速に 進め

る こ とが可能 とな っ た．

　DB の 構築 ・検索 → DB か らの 選択 ・抽出 →

編集 ・加工 →プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン

　こ の
一．
連 の作業が各種情報提供にお い て 本質的

流れ で ある こ と を先 に指摘 し たが
， 今回の 医薬品

集出版に こ の流れ が 構造式の導入と各種関連資料

にお い て も十分 に生か され る結果で あっ た 1 ）．ま

た ，複数の DB に及ぶ作業に おい て も適応 で き る

こ とが 明らか に され た．

4．デー
タ量

　先の 版で用 い た当院院内採用薬品 DB に お い て

は本文の デ
ー

タ フ ァ イル は12MB ，他に索引用 フ

ァ イ ル 等 を含め て 計25MB　，品 目数は2，085で あ

り，こ れ を Macintoshの 医薬品集編集 フ ァ イル へ

変換した結果 10MB の デ ータ量 とな っ た
D
．そ の
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後 ，
まれに し か処方 され て い な い 薬剤を院外専用

薬へ 切 り替え る等，定期的見直 し を行 っ て い る．

その 結果、新規採用が加 え られて も編集終了時点

で の 品目数は 1780に減っ て い た．そ の 一．・方 ，構造

式等を導入 した こ とに より医薬品集の デ ータ総量

は約15．OMB とな り約 L5 倍 に拡大 した．紙面 も

拡大したため に本文の ペ ージ数 も減少し て い る の

に 対し て デ ータ容量だけが大 き く増 大する結果と

な っ た．文字や数値 に比較し て画像情報は か な り

大き くな る こ と は 予測 し て い た も の の 採用削除

DB が構造式だ け で 45MB に まで 拡大 し た点 は予

想外の 結果で あ っ た．DB の バ ッ ク ア ッ プを含め

ればそれ だ けで 100MB 近 くの デ ィ ス ク が必要 と

なる，薬品の 採用 ・削除歴の 記録は レ コ
ー

ドとし

て追加 され る もの の 削除に よる更新は ありえな い

ため ，今後は Draw を含め た図 ・画像情報の 持ち

方に つ い て 再検討 しなければな らな い と考え て い

る．4000以 Lの データを有する DB 設計の 変更は

慎 重さを要する．現 在 ，OLE （Object　Linking　 and

Embedding ）機能 を用 い て 別途 フ ァ イ ル と し て 格

納 し，必要時に連動 させ て表示 させ る方式へ と変

更する こ とを検討中で あ る．

5．経 済性

　今回の 第 6 版の 出版 に限 っ て い えば，編集作業

が先 の 第 5版 か らの 継続的作業とな る部分が 多か

っ た．その ため に経費 の か な りの 部分 が 印刷製本

に 支払われ る結果とな っ た （約400万円），通常の

院内医薬品集で は データ ベ ース か らの 抽出 ・テ キ

ス ト編集 ・割付け等の 作業に 多大の 労 力と経費が

必要 とされ ，こ れ と比較 した場合には経済性の 面

で も優れ る こ とは 当然で あろう．

6．作業シ ス テム

　今回 の 作業は ほ と ん どす べ て PC の 画面 Eで 進

め る こ とが で き，その ため にデ
ータ内容は出版の

前月の データ内容 を採用する こ とが で きた．現在

は本格的 な DTP の ソ フ トや ワ
ープ ロ ソ フ トも多

数市販 されて お り，特に ワ ープ ロ ソ フ トもか な り

多様な機能が盛 り込まれて い るために重厚なる傾

向が認め られる ．従来か ら使用 して きた PC 本体

に こ の よ うな ソ フ トを導入 し ，しか も数十ペ ージ

に わたる非定型文書の 編集に応用させ る こ とは必

ず しも効率の よい 方法 とは い えな い ．また ，本文

に 図 ・表を取 り入れ るとき に は
一一
層動作が重荷 と

な っ て しま う．重 い ソ フ トです べ て を カバ ー
させ

る こ とよりも ， 各オ ブ ジ ェ ク トの 連帯性 を利用す

る こ とを考慮 し，軽 い ソ フ トウ ェ ア をい くつ か 組

み合わ せ て 活用する こ と の 方が 白由な動的作業を

可能 に し，編集も効率的 に 進む こ とが今回 の 作業

で も明 らか とな っ た ．し か もこ れらに より通常の

出版物 に近 い 仕上 が り とする こ とが 可能とな っ

た．

　現在 ，添付文書情報の 内容が 更新 されて い る場

合で も，オ ン ラ イ ン DB に お い て 最新情報を閲覧

し 人 r一する こ とが で きる反面 ，その テ キ ス ト内容

を吟味 ・抽出して作業を行い ，日的 とする レ イア

ウ ト トに配置するため の 手法に つ い て は未だに問

題 が 多い ．特に
t 使用 ．上の 注意の 内容に は特定の

条件下で の 記述が 多く，マ ク ロ 等に よ る
一．・
括処理

を困難なもの とな っ て い る．出版直後より陳腐化

す る点を鑑み ，各薬品の検索ソ フ トを本文内容に

追加 させ て CD −ROM と し て 発行す る電 f出版 も

今後の 院内医薬品集出版 の あ り方 と して検討中で

あ る．

フ．ネ ッ トワ ークとその有用性

　現 在 ．我 々 は NOS （Network 　 Operation　 Sys−

tem ）と して Windows　 NT を導入する こ とによ る

α S シ ス テ ム を小規模なが ら実践 して お り，先に

述べ た よ うにハ
ー

ドウ ェ ア の 違 い を意識せずにデ

ータ を活用 し て い る ．また ，LAN 　 Lで の デ ータ

フ ァ イル を ア ク セ ス 制御 の 管理 下にお い て ，自山

に 閲覧と編集が で きるため作業に閲覧 と編集が で

きるため作業効率の 向上が期待され る．こ の よ う

な C／S シ ス テ ム をフ ァ イル サ ーバ ー
や プ リ ン ト

サーバ
ー

と して単純に利用する領域を超 えて ，現

在で は Intemet を介 し た WWW 　 Serverの 各種 DB

をも含め た分散オ ブ ジ ェ ク 1・シ ス テ ム を作成す る

こ とが注 目されて い る
7・’
．こ の 点に つ い て我 々

の 医薬品集編集は UMIN や Gopher　 Serverに あ る

N 工工
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蛋白質性薬品の DB に限定 したオ ン ラ イ ン DB の

利用 で あ り本格的な分散オ ブ ジ ェ ク トシ ス テ ム に

までには達 してな い ．Windows　 NT 　Server等の

NOS は現在基幹業務 と し て汎用 性が高ま っ て い

る ．さ らに PC レ ベ ル で の リ レ ーシ ョ ナ ル DB ソ

フ トの機能 も飛躍的に 高ま り，ホ ス トと連携 し て

使用する こ とが可能 とな っ て い る ．我 々 は ホ ス ト

デ ータ との 連携等院内の 情報 ネ ッ トワ ーク 整備の

ため拡大的活用 を目 ド検討 して い る．

　謝辞　Windows 　 NT 　Serverの 導入に 当た り助 言 と指

導 を ドさ っ た 当院医療情報部佐藤　弥氏，および FAS

の 鈴木　聡 氏 、小 林 慎
・
氏 に 感謝申 し ヒげます，
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